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〃蛸卸出す　鑓鱒蜘肋噸

気温が低く、空気が範欄する冬は、インフルエンザやノロウイ

ルス、風邪などの症状を引き起こす“ウイルス”が活発になる苧

カです。ウイルスの感染を防くには、手洗い・うがいを徹底し、マ

スクを曽用することが大切です。また、食事と睡眠をしっかりとつ

て、凰邪に負けない丈夫な体をつくりましょう。

盛慧マ凰酬しまったら

諾・昌室濁
せつ瓜ん　　　℡せつ　　わ　　　　　　　　か

節分禦禦幣禦空くよ訟毒鮎違わき
である「立春・立夏・立秋・立冬」の前日のことを指し、穂

に、1年の始まりである立書の前日のことをいいます。
にはん　かる　　　　おこな　　　　　　　　ぜ▲うじ　　　　おに　モと　ぬく　うち

日本で古くから行われてきた行事で、「鬼は外、樽は内」

と富をまき、自分の年の数（あるいは年の数十1魁）だけ

豆を食べて、1年の

儀鷹や無事を

¶います。
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2月硝錐働硝化予見のお和代です。
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人参確楯．・泉崎鋸　がンル腰藩町
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。人考イl打棒・せっ昔い毛凍ンル■券」ま腰椎
1蜂折働碑姐泉郷躇給でンクーよソ。
。机、リイ口付ノーは、愛知を7リミ産屋ピンクーより・

。非・老来・跡も・喀打‥修激動風見も巧一よ。

。人考は、亀崎醜射妨諸人　緒如ソ。
。日揮ん・ほ？せく・ニ与ワ乃甘明長路藤鼻緒朋舶紅拙
。けりそくけ、如酔ム身、紙用鹿温†釦舅組冶よソ。

．大学枚鮨働凋抽再協力を招紅いたし珂0
耳月の引き務もレ目しす、7月10路です。
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